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令
和
7
年
度
高
坂
地
区
区
長
紹
介 

（
敬
称
略
） 

 

令
和
7
年
度
第
一
回
区
長
会
議
に
お
い
て 

新
役
員
が
選
出
さ
れ
、新
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

会 

長 
 

西
本
宿
第
二 

 

加
島
正
仁 

副
会
長 

 

宮 
 

 

鼻 
 

芝
崎
孝
夫 

副
会
長 

 

後

本

宿 
 

細
村
広
志 

会 

計 
 

田

木

山 
 

小
林
明
彦 

監  

事 
 

高
坂
第
四 

 

新
井
正
治 

監  

事 
 

西
本
宿
第
一 

 

関
口
芳
之 

          

高
坂
第
一 

 

白
坂
和
夫 

          

高
坂
第
二 

 
織
田
久
則 

          

高
坂
第
三 

 
福
田
経
良 

          

早

俣 
 

千
代
田
賢
二 

          

正

代 
 

八
戸
幸
雄 

          

大

黒

部 
 

佐
藤
弘
康 

          

毛

塚 
 

加
島
照
光 

          

毛

塚 
 

森

川

晃 

          

川

辺 
 

江
口
信
芳 

          

下

田

木 
 

田
島
三
郎 

          

赤 
 

 

城 
 

斉
藤
正
明 

          

望

月 
 

関
口
芳
明 

          

月

ケ

丘 
 

大
倉
正
人 

          

岩

殿 
 

小
峯
直
好 

          

悪

戸 
 

田
中
文
久 

          

米

沢 
 

新
井
厚
俊 

          

リ
フ
ァ
ー
ジ
ュ
高
坂 

 

伊
倉
豊
彦 

          

ピ
オ
ニ
シ
テ
ィ
高
坂 

 

山
岡
良
平 

          

あ
ず
ま
町 

 

堀

一

是 

          

マ
ス
ト
シ
テ
ィ
高
坂 

 

眞
砂
将
広 

 
 

 
 

 
  

 
 

花
い
っ
ぱ
い
☆
で
夢
い
っ
ぱ
い
☆
に 

  

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

花
壇
も
昨
年
の
秋
に
定
植
し
た 

金
魚
草
や
パ
ン
ジ
ー
に
加
え
て 

多
年
草
の
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ 

ム
も
綺
麗
に
咲
い
て
い
ま
す
。 

来
所
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

就
任
あ
い
さ
つ 

 

令
和
7
年
度 

高
坂
地
区
区
長
会
会
長 

加
島 

正
仁 

 

第
一
回
区
長
会
議
に
お
き
ま 

し
て
、
今
年
度
の
区
長
会
長
に 

選
任
さ
れ
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ 

と
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ 

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

高
坂
地
区
は
、
伝
統
あ
る
地
区
と
新
し
い
地
区
が
融

合
し
進
化
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
「
愛
郷
立

志
」
を
校
訓
と
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
そ
う
で
す
が
「
人

は
誰
し
も
故
郷
を
も
つ
。
郷
土
愛
を
原
点
に
す
え
、
各

自
の
希
望
や
理
想
を
拡
げ
て
い
こ
う
（
一
部
割
愛
）
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
高
坂
地

区
で
も
、
「
伝
統
と
革
新
の
融
合
」
を
テ
ー
マ
に
良
き

伝
統
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
文
化
を
受
け
入
れ
る
柔
軟

な
心
と
郷
土
愛
を
様
々
な
活
動
を
通
し
て
育
ん
で
い
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
坂
地
区
に
お
い
て
、
空
き
巣
・
盗
難
等
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
行
政
、
そ
し
て
各
自
治
会
の
会
長
の
方
々

と
協
力
し
、
皆
様
方
に
情
報
を
お
届
け
し
な
が
ら
、
「
安

心
・
安
全
」
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
の
育
苗
講
習
会
の
報
告 

  

4
月
14
日
（
月
）
に
12
自
治
会
の
花
い
っ
ぱ
い
推

進
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
春
の
育
苗
講
習
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
新
し
く
花
い
っ
ぱ
い
推
進
員
に
な
ら
れ

た
皆
様
へ
委
嘱
状
の
交
付
と
5
月
に
定
植
す
る
ハ
ー
フ

苗
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
百
日
草
・
千
日
紅
・
オ
ス
テ
オ

ス
ペ
ル
マ
ム
・
ア
ゲ
ラ
タ
ム
）
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま

し
た
。 

 

地
域
の
皆
様
、 

花
い
っ
ぱ
い
推
進
員 

と
協
力
を
し
て
頂
き
、 

自
治
会
花
壇
づ
く
り 

を
よ
ろ
し
く
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 

令
和
7
年
度
高
坂
地
区
区
長
会 

歓
送
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

  

4
月
11
日
（
金
）
区
長
会
主
催
に
よ
る
歓
送
迎
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席
と
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
退
任
さ
れ
る
区
長
へ
の
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
終
始
和
や
か
な
歓
談
と

意
見
交
換
も
行
わ
れ
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

         

 

 



高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

年
間
完
歩
賞
・
努
力
賞
の
お
知
ら
せ 

 
令
和
6
年
度
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
完
歩
賞
・
努
力
賞
を
達
成
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

完
歩
賞
（
42
名
）
（
敬
称
略
） 

山
口
順
一 

  
榎
本
ミ
サ
子  

 

土
橋
せ
つ 

岩

田

守 
  

池

田

豊 
  

池
田
美
津
子 

太
田
喜
久
江    

関
口
庫
二 

  

内
柴
信
子 

橋
本
ひ
ろ
子    

中
島
一
繁 

  

佐
藤
英
之 

佐
藤
真
紀
子    

林

豊

一 
  

福
田
節
雄 

福
田
松
枝    

宮
原
一
行 

  
近
藤
須
美
子 

 

吉

岡

弘    

中
田
賢
次    
谷
澤
誠
樹 

 

山
口
初
枝    

栗
原
彰
生    

田

中

進 

山
口
詔
二    

椎

橋

薫 
  

松

本

守 

松
崎
浩
吉    

上
森
良
子    

千
野
紀
男 

松
崎
信
吉 

  

名
倉
隆
行 

  

名
倉
さ
ち
子 

浅
野
美
代
子    

細
野
由
㐂
枝 

  

吉
岡
静
枝 

小
堀
京
子    

藤
江
静
江    

榎
本
ち
ず
子 

  

久
保
丈
夫    

久
保
恵
美
子 

  

内
田
正
子     

   努
力
賞
（
7
名
）
（
敬
称
略
）               

芝

田

学   

池
田
賢
一   

関
口
登
喜      

池
田
貴
美
子 

 

千
野
陽
子 

 

加
藤
陽
子     

吉

岡

勉    
 

 ※ 

各
賞
を
お
受
け
取
り
に 

な
っ
て
い
な
い
方
は
、 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ 

さ
い
。
令
和
7
年
度
も
、 

多
く
の
皆
様
の
参
加
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

着
任
あ
い
さ
つ 

  

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
副
所
長 

神
庭 

昭
彦 

  

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
の
人
事 

異
動
に
伴
い
、
高
坂
市
民
活
動
セ
ン 

タ
ー
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り 

ま
し
た
。 

 

新
た
な
職
場
に
赴
任
し
、
皆
様
に 

は
、ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な
地
域
活

動
が
推
進
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

何
卒
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

募
集
‼ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

☎
34
ー
３
７
３
０ 

5
月
高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

日 

時 

5
月
22
日
（
木
）
午
前
8
時
30
分 

コ
ー
ス 

高
坂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
高
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア 

距 

離 

約
6
㎞ 

集 

合 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

5
月
の
主
な
行
事 

 

12
日
（
月
） 

第
2
回
区
長
会
議 

午
後
1
時
～ 

 
 

 
 

 
 

 

ハ
ー
ト
ピ
ア
総
会 

 

午
後
2
時
～ 

             

社
協
高
坂
支
部
総
会 

午
後
3
時
～ 

19
日
（
月
） 

ハ
ー
ト
ピ
ア
全
体
会
議
・
専
門
部
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後
7
時
～ 

22
日
（
木
） 

高
坂
地
区
月
例
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

25
日
（
日
） 

ご
み
ゼ
ロ
運
動 

埼
玉
県
思
い
や
り
駐
車
場
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

 

埼
玉
県
思
い
や
り
駐
車
場
制
度
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
や

要
介
護
状
態
の
人
、
妊
産
婦
、
歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

な
ど
交
付
基
準
を
満
た
す
人
に
「
利
用
証
」
を
交
付
し
、
公
共

施
設
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
車
椅
子
使
用
車
用
駐
車
区
画
」

や
「
優
先
駐
車
区
画
」
の
適
正
利
用
を
推
進
す
る
制
度
で
す
。 

高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、「
車
椅
子
使
用
車

用
駐
車
区
画
」
が
２
区
画
、「
優
先
駐
車
区
画
」
が
３
区
画
あ

り
ま
す
。
利
用
証
を
お
持
ち
の
方
が
優
先
に
駐
車
で
き
る
よ

う
適
正
利
用
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、「
利
用
証
」
は
市
役
所 

窓
口
で
交
付
し
て
お
り
ま
す
の 

で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

転
任
あ
い
さ
つ 

 

前
高
坂
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
副
所
長 

宮
尾 

哲
人 

  

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
建
設
部 

建
設
管
理
課
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。 

在
任
中
は
、
区
長
会
を
は
じ
め
各
種 

団
体
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
、 

４
月
の
つ
つ
じ
祭
り
か
ら
始
ま
り
、
高 

坂
地
区
の
様
々
な
事
業
に
携
わ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
や

高
坂
伝
統
料
理
で
あ
る
す
ま
ん
じ
ゅ
う
の
教
室
に
も
楽
し
く

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
年
間
と
短
い
期
間
で
し
た
が
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

↓市 HP 


